
ああ見よ鳥海七千餘尺

虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児

六百並んで高きに向ふ

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校　東京亀城会会報
★題字・高橋大乗(21回卒)／題字の色はスクールカラー
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平成２３年５月３１日

最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん

平成23年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月25日（土） 14時より
◎会　　場　大手町サンケイプラザ（4Fホール）
◎担当年次　36回、46回、56回、66回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［第46回卒・桜満開の入学式］



一
、
総
会
・
懇
親
会

平
成
二
二
年
六
月
二
六
日
（
土
）

一
一
時
三
〇
分
か
ら

八
重
洲
冨
士
屋
ホ
テ
ル

担
当
年
次：

三
五
回
・
四
五
回
・

五
五
回
・
六
五
回
卒
業
　

二
、
平
成
二
二
年
度
亀
城
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
出
席

平
成
二
二
年
一
一
月
二
〇
日

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

三
、
他
校
同
窓
会
総
会
な
ど
出
席

○
如
松
同
窓
会
（
鶴
岡
北
高
）

○
鶴
翔
同
窓
会
（
鶴
岡
南
高
）

○
東
京
み
や
ま
ち
ど
り
会（
庄
内
総
合
高
）

○
紫
紺
会
（
酒
田
商
高
）

○
酒
田
工
業
高
校
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

○
ふ
れ
あ
い
酒
田

四
、
拡
大
理
事
会
・
会
務
執
行
理
事
会
な
ど

○
会
計
監
査：

平
成
二
二
年
　
　
四
月
　
三
日

○
拡
大
理
事
会：

平
成
二
二
年
　
　
四
月
一
七
日

平
成
二
二
年
　
一
一
月
二
七
日

○
執
行
理
事
会：

平
成
二
二
年
　
　
四
月
一
七
日

平
成
二
二
年
　
　
六
月
　
五
日

平
成
二
二
年
　
　
七
月
一
〇
日

平
成
二
二
年
　
一
〇
月
三
〇
日

平
成
二
三
年
　
　
二
月
一
九
日

平
成
二
三
年
　
　
三
月
二
六
日

五
、
母
校
支
援
員
会
設
立

（
平
成
二
二
年
一
一
月
二
七
日
）
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事業報告・22年度決算・23年度予算案

平
成
二
二
年
度

平
成
22
年
度
決
算
案

平
成
23
年
度
予
算
案

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

１ 前　年　度　繰　越　金 1,929,332 1,929,332 1,483,849 
２ 年　　　　　会　　　　　費 1,000,000 970,000 1,080,000 
３ 総　　　会　　　会　　　費 840,000 720,000 840,000 
４ 各　種　会　合　会　費 105,000 109,500 105,000 
５ 寄　　　　　　　　　　　付 240,000 214,736 180,000 
７ 雑　　　　　収　　　　　入 30,000 32,134 32,000 
８ 会　報　広　告　掲　載　料 385,000 330,000 330,000
収　　　入　　　小　　　計 2,600,000 2,376,370 2,567,000
合　　　　　　　　　　　計 4,529,332 4,305,702 4,050,849 

１ 会　　　　　議　　　　　費 12,000 16,030 13,000 
２ 総　　　　　会　　　　　費 1,332,500 1,070,233 1,052,900
３ 各　　種　　会　　合　　費 105,000 87,490 90,000 
４ 同 期 会 発 足 支 援 費 20,000 0 0 
５ 母 校 支 援 委 員 会 活 動 費 0 0 100,000 
６ 通　　　　　信　　　　　費 450,000 454,825 480,880 
７ 印　　　　　刷　　　　　費 450,000 504,315 543,375
８ 事　　　　　務　　　　　費 230,000 224,690 225,000 
９ 旅　　費　　交　　通　　費 40,000 0 5,000 
10 振　　　　　込　　　　　料 50,000 47,070 48,050 
11 渉　　　　　外　　　　　費 125,000 153,500 133,500 
12 予　　　　　備　　　　　費 100,000 30,000 50,000
支　　　出　　　小　　　計 2,914,500 2,588,153 2,741,705
母校創立100周年支援積立金 233,700 233,700 0
次　年　度　繰　越　金 1,381,132 1,483,849 1,309,144
合　　　　　　　　　　　計 4,529,332 4,305,702 4,050,849

平成23年度予算
金　額

平成22年度実績
金　額

平成22年度予算
金　額

林建設工業株式会社　住宅部

酒田市大町6-12 TEL0234-26-6868
URL http：// www.hayashikensetsu.co.jp /

～ 暮らしを考えた、住まいづくり ～

～家族の生活空間である
『住まい』を大切に～

カムホームは、お客様毎の

暮らしの夢や現在の住まい

の課題を基に新しい住まい

づくりをお手伝いします。



今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事

故
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
は
現
在
そ

の
再
建
の
た
め
に
力
強
く
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
完
全
に
復
興
す
る
に
は
一
〇

年
位
は
掛
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

〇
年
後
と
い
え
ば
母
校
が
創
立
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
る
頃
で
す
。

昨
年
の
総
会
で
母
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記

念
事
業
基
金
設
立
の
承
認
を
頂
き
募
金
を
始

め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
陰
様
で
会
員
皆
様
の

ご
協
力
で
順
調
に
集
ま
っ
て
ま
す
。

ま
た
、「
母
校
支
援
委
員
会
」
発
足
の
承
認

も
頂
き
、
こ
の
二
月
に
執
行
理
事
も
加
わ
っ

て
第
一
回
委
員
会（
委
員
長
長
谷
部
和
良
）
を

開
催
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
委
員
会

の
仕
事
は
、
前
記
基
金
の
有
効
活
用
を
協
議

す
る
こ
と
と
、
母
校
支
援
の
た
め
に
他
に
何

が
で
き
る
か
を
協
議
・
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
後
者
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

冨
士
直
志
校
長
の
要
請
も
あ
っ
て
、
卒
業
生

の
主
に
大
学
二
年
生
を
中
心
に
「
就
活
」
よ

り
も
広
い
意
味
で
の
後
輩
の
将
来
の
た
め
に

な
る
よ
う
な
つ
な
が
り
の
場
を
設
け
て
は
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
そ
の
や
り
方
な
ど
に
つ

い
て
協
議
中
で
す
。
今
年
の
総
会
に
具
体
的

な
こ
と
を
少
し
で
も
報
告
が
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に

日
本
再
建
の
た
め
に
頑
張
り
抜
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
亀
城
会
の
皆
々
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
今
年
も
総
会
に
首
都
圏
の
学
生

を
招
待
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
諸
君
に
と
っ
て
頼
も
し
い
心
の
拠
り
所

に
な
る
と
思
わ
れ
、
ご
配
慮
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
創
立
九
〇
周
年
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
愈
々
、
今
年
は
創

立
一
〇
〇
周
年
に
向
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
す
。

文
武
両
道
を
掲
げ
、
知
・
情
・
意
・
力
の

精
神
で
六
〇
〇
名
の
学
生
達
は
意
気
軒
昂
で

す
。
今
春
の
大
学
進
学
の
成
果
は
学
校
側
の

ご
努
力
に
よ
り
、
目
を
見
張
る
程
で
し
た
。

一
方
、
部
活
動
も
陸
上
競
技
、
体
操
、
剣
道

及
び
ボ
ー
ト
部
等
々
好
成
績
を
お
さ
め
て
私

た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
五
〇
数
年
間
も
汗
と

涙
を
流
し
て
き
た
旧
体
育
館
も
解
体
さ
れ
、

校
舎
も
す
っ
か
り
入
れ
替
わ
っ
た
感
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
酒
田
に
お
い
で
の
節
は
、

母
校
に
お
立
ち
寄
り
頂
き
往
時
を
偲
ん
で
貰

い
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
々
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

協
力
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母
校
の
諸
活
動

支
援
と
し
て
有
効
に
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
、

誠
に
有
難
く
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
々
様
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
節
目
の
創
立
九
〇
周
年
に
当

た
り
、
様
々
な
記
念
行
事
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
記
念
式
典
、
祝
賀
会
の
他
、
記
念
誌

の
発
行
、
記
念
品
の
配
布
な
ど
を
行
い
、
成

功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
亀
城
会

か
ら
も
ご
出
席
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
総
会
の
日
に
は
、
東
京
在

住
で
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
在

校
生
に
向
け
て
仕
事
の
様
子
や
励
ま
し
の
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
講
話
を
聞
い
た

生
徒
は
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
を
誇
り
に
思
う

と
同
時
に
将
来
を
考
え
る
良
い
機
会
を
つ
く

っ
て
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
さ
る
三
月
一
一
日
に
起
き
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
皆
様
に
は
大
変
な
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
酒
田
は
震
度
五

弱
と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、
耐
震
構
造
の
校

舎
は
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

国
公
立
大
学
の
後
期
試
験
で
移
動
中
の
生
徒

も
全
員
無
事
で
し
た
。

今
後
の
復
興
が
待
た
れ
る
訳
で
す
が
、
宮

城
亀
城
会
の
会
員
の
皆
様
の
安
否
が
気
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

総
会
に
向
け
て

ご
　
挨
　
拶

地
震
に
も
負
け
ず
に

頑
張
る
酒
東
生

東京亀城会会長

相川　俊明
（33回）

亀城同窓会会長

宗　雄司
（35回）

校長

冨士　直志
（45回）
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幹事年特集あの先輩に会いたい特別対談

上
野
榮
枝
さ
ん
は
、
同
窓
の
上
の
世
代
の

方
々
に
と
っ
て
は
、
校
長
の
息
子
さ
ん
と
い

う
印
象
が
強
い
。

「
父
親
が
校
長
だ
っ
た
か
ら
か
、
高
校
時
代

は
真
面
目
に
し
て
い
ま
し
た
。
共
学
に
な
っ

た
年
は
、
西
校
か
ら
来
た
勇
敢
な
女
子
た
ち

に
刺
激
を
受
け
た
ね
（
笑
）」

上
野
さ
ん
は
酒
東
卒
業
後
、
東
大
法
学
部

へ
進
み
、
三
井
物
産
へ
入
社
。
公
務
員
の
道

は
考
え
な
か
っ
た
。

「
終
戦
後
、
資
源
の
な
い
日
本
に
は
経
済
、

貿
易
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

企
業
の
社
長
だ
っ
た
叔
父
の
『
自
分
の
才
覚

で
生
き
ろ
。
商
売
は
面
白
い
ぞ
』
と
い
う
言

葉
に
も
後
押
し
さ
れ
ま
し
た
」

三
井
物
産
で
は
穀
物
部
で
、
ア
メ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
穀
物
の
買
い
付
け
を
担

当
。
そ
の
後
は
、
ト
ロ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
テ
ネ
シ

ー
州
メ
ン
フ
ィ
ス
と
、
穀
物
買
い
付
け
の
責

任
者
と
し
て
、
延
べ
二
〇
年
間
北
米
で
過
ご

し
た
。

「
穀
物
相
場
は
刻
々
と
変
動
し
ま
す
か
ら
、

素
早
く
状
況
を
判
断
し
て
決
断
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
誠
実
さ
や
有
言
実

行
も
重
要
で
す
。
相
手
か
ら
信
用
さ
れ
な
け

れ
ば
、
い
い
穀
物
が
手
に
入
ら
な
い
か
ら
で

す
。
い
わ
ゆ
る
猛
烈
商
社
マ
ン
で
し
た
が
、

自
分
の
人
生
に
後
悔
と
失
望
は
な
い
で
す
ね
」

上
野
さ
ん
は
ま
た
、
長
い
ア
メ
リ
カ
生
活

で
、
日
本
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ん
だ
。

「
東
北
人
は
特
に
、
人
は
い
い
で
す
が
、
デ

ィ
ベ
ー
ト
負
け
す
る
。
引
っ
込
み
思
案
で
は

ダ
メ
で
す
ね
。
主
張
す
る
時
は
主
張
し
な
い

と
通
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
裁
を
気
に
し
な

い
で
、
ど
ん
ど
ん
発
言
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
意
見
、
見
解
を
持
ち
、
積
極
的
に
語
れ

ば
、
英
語
の
発
音
が
少
々
悪
く
て
も
相
手
に

は
伝
わ
り
ま
す
」

帰
国
し
て
か
ら
は
、
三
井
物
産
代
表
取
締

役
常
務
を
経
て
、
三
井
製
糖
代
表
取
締
役
社

長
に
。
持
ち
前
の
パ
ワ
ー
、
明
る
さ
、
ユ
ー

モ
ア
は
、
現
役
を
引
退
し
て
か
ら
も
健
在
で
、

そ
の
個
性
で
「
ふ
れ
あ
い
酒
田
」
を
一
二
年

間
引
っ
ぱ
っ
た
。

「
適
度
の
晩
酌
を
や
り
、
昔
の
仕
事
仲
間
と

ゴ
ル
フ
を
週
一
回
行
の
が
、
健
康
と
若
さ
の

秘
訣
で
す
（
笑
）」

最
後
に
、
在
校
生
や
後
輩
た
ち
に
一
言
助

言
を
。

「
父
親
の
本
棚
の
本
や
光
が
丘
文
庫
の
本
な

ど
を
よ
く
読
み
ま
し
た
が
、
も
っ
と
読
ん
で

お
け
ば
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

辞
書
を
読
む
の
も
い
い
で
す
。
我
が
家
の
食

卓
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
は
、
国
語
や
英
和

の
辞
典
を
置
い
て
、
辞
書
を
引
い
た
ら
そ
の

単
語
の
解
釈
を
全
部
読
み
ま
す
。
熟
語
や
言

葉
の
使
い
方
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が
増

え
て
い
い
で
す
よ
」

こ
の
脳
の
若
さ
が
、
体
の
若
さ
に
も
繋
が

っ
て
い
る
。

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

佐
々
木
亜
希
子

上
野
榮
枝
（
26
回
）
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先生元気だが／酒東NEXT100

佐
々
木
猛
先
生

元
気
だ
が

卒
業
生
か
ら
の
年
賀
状
に
定
年
退
職

の
文
字
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
そ
ん
な
年
に
な
っ
た
の
か
と
思
い
、

古
い
ア
ル
バ
ム
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
眺

め
て
見
た
。
過
ぎ
去
り
し
日
々
を
思
い

出
し
な
が
ら
暫
く
感
慨
に
更
け
る
。

か
く
言
う
私
は
退
職
後
七
年
目
を
迎

え
た
。
最
初
の
年
は
船
に
乗
り
三
カ
月

程
遊
び
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
の

年
か
ら
は
母
の
介
護
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
場
面
で
卒
業
生
の

お
世
話
に
な
り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
有
難
く
感
じ
て
い
る
。

時
間
が
で
き
る
と
無
性
に
本
が
読
み

た
く
な
る
。
現
役
時
代
は
時
間
的
に
も

経
済
的
に
も
余
裕
が
な
か
っ
た
。
し
か

し
退
職
後
は
、
円
高
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
お
陰
で
自
由
に
本
が
手
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
。
コ
タ
ツ
の
回
り
に
本
を

積
み
上
げ
読
み
ふ
け
る
と
ど
ん
ど
ん
地

平
線
が
広
が
っ
て
行
く
よ
う
な
気
分
に

な
る
。
夜
が
更
け
て
寝
床
に
入
り
夢
の

中
で
続
き
を
読
む
。

体
力
保
持
の
た
め
週
二
回
近
く
の
水

泳
教
室
に
通
う
こ
と
に
し
た
。
速
さ
を

競
う
の
で
は
な
く
ゆ
っ
く
り
と
長
く
泳

ぐ
の
が
目
標
で
あ
る
。

健
康
に
恵
ま
れ
こ
の
よ
う
な
静
穏
な

日
々
が
も
う
少
し
長
く
続
い
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

退
職
後
の
楽
し
み

佐
々
木
　
猛
（
37
回
）

酒
田
東
高
の
「
一
〇
〇
周
年
記
念
」
に
向

け
て
、
支
援
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！

進
学
し
て
も
就
職
の
厳
し
い
時
代
、
母
校

の
生
徒
や
若
手
卒
業
生
た
ち
に
先
輩
の
我
々

が
協
力
で
き
る
支
援
（
ソ
フ
ト
）
は
何
か
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
の
経
験
や
人
脈
・
会
員

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
若
き
後

輩
た
ち
の
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

①
東
京
亀
城
会
先
輩
会
員
の
皆
様

後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
様
々
な
業
界
の
専

門
知
識
、
求
人
情
報
の
提
供
や
、
社
会
人
と

し
て
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
経
歴
・
資
格
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
等
各
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
た
く
、

次
の
H
P
に
ア
ク
セ
ス
し
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

②
就
職
活
動
中
の
酒
東
卒
業
生
の
皆
様

下
記
H
P
に
ア
ク
セ
ス
し
、
セ
ミ
ナ
ー
案

内
や
先
輩
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
れ
る
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
お
送
り
下
さ
い
。

こ
ん
な
情
報
が
ほ
し
い
、
こ
ん
な
業
界
の

話
を
聞
き
た
い
な
ど
、
具
体
的
な
要
望
も
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

母
校
支
援
委
員
会
事
務
局

伊
藤
　
正
治
郎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
三
四
六
四
―
五
三
五
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
―
三
四
六
四
―
五
三
五
八

◆
酒
東
N
E
X
T
1
0
0

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
京
亀
城
会
母
校
支
援
委
員
会

酒東NEXT100ホームページ　　
http://sakatonext100.jimdo.com



六
月
五
日
「
う
す
け
ぼ
う
」
に
一
一
名
が

集
ま
り
、
鈴
木
隆
司
君
の
学
位
取
得
祝
賀
会

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」

を
使
っ
て
鈴
木
君
の
足
跡
を
説
明
し
て
も
ら

っ
た
。
石
播
入
社
油
圧
機
器
の
設
計
を
担
当

し
た
が
定
年
後
に
自
立
。
現
役
時
代
に
悩
ま

さ
れ
た
潤
滑
油
の
劣
化
ト
ラ
ブ
ル
は
潤
滑
油

中
の
空
気
が
原
因
と
気
付
き
、
気
泡
で
除
去

す
る
こ
と
を
考
え
た
。
法
大
・
田
中
教
授
と

二
〇
年
に
わ
た
る
共
同
研
究
の
結
果
開
発
し

た
理
論
と
実
績
を
論
文
に
し
て
学
位
を
得
た
。

（
法
大
の
高
齢
者
取
得
の
タ
イ
記
録
）

筆
者
も
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
潤
滑
油
で
悩

ま
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
有
り
難
さ
が
良
く

分
か
る
。
こ
の
技
術
は
食
用
油
や
加
工
乳
の

泡
抜
き
に
も
応
用
可
能
で
「
味
落
ち
」
防
止

に
も
役
立
つ
。
ニ
ッ
チ
な
分
野
で
競
争
社
が

な
く
世
界
中
か
ら
引
き
合
い
が
あ
り
飛
び
回

っ
て
い
る
。
元
気
な
年
寄
り
の
鑑
で
あ
る
。

友
人
の
消
息
確
認
や
歓
談
後
、
例
年
通
り

相
馬
大
作
元
応
援
団
長
の
音
頭
で
校
歌
と
応

援
歌
で
気
勢
を
上
げ
散
会
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
害
地
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧

と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。
平
成
二
二
年
度
東
京
二
八
会
は
、
三

月
三
〇
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
桜
満

開
の
中
総
会
を
開
催
。
市
ヶ
谷
駅
の
外
濠
近

く
桜
の
名
所
で
、
一
年
ぶ
り
ま
た
数
年
ぶ
り

の
再
会
の
人
で
、
暫
く
顔
を
見
合
わ
せ
喜
び

合
い
ま
し
た
。
三
四
名
の
参
加
を
戴
き
（
酒

田
よ
り
数
名
）
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
宴
が
盛
り
あ
が
る
中
、

席
を
互
い
に
譲
り
合
い
、
壇
上
で
は
各
自
の

近
況
、
日
頃
の
活
動
、
情
報
交
換
を
発
表
し
、

又
、
本
年
は
喜
寿
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
健

康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
酒
田
東
の

校
歌
及
び
故
郷
の
歌
を
斉
唱
、
本
年
一
年
も

会
員
各
位
の
健
康
と
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展

を
祈
念
し
、
ま
た
来
年
も
お
会
い
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
目
出
度
く
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
二
三
年
は
四
月
四
日
に
同
じ
場
所
で
総

会
の
段
取
り
で
し
た
が
、
大
震
災
の
た
め
集

合
も
大
変
で
あ
り
、
道
義
的
に
も
本
年
は
残

念
な
が
ら
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」、
時
流
は
年
輪
を
重
ね

6＜第31号＞

23回
「
七
九
歳
」
の

工
学
博
士
誕
生

後
藤
　
健

28回

二
二
年
度

東
京
二
八
会上

野
　
正

31回

新
宿
「
中
村
屋
」
で

眞
田
守
之

同期会・昨日 今日
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同期会・昨日 今日

る
ご
と
に
、
そ
の
移
り
変
わ
り
が
早
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

今
年
も
、
亀
城
会
の
総
会
を
迎
え
る
頃
に

な
り
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
三
一
会

の
活
動
は
、
最
近
低
調
そ
の
も
の
で
あ
り
、

大
き
な
責
任
を
感
じ
て
居
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
何
と
か
心
機
一
転
、

「
老
い
の
浸
潤
」
を
押
し
止
め
る
べ
く
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
一
会
の
総
会
は
、
会
員
で
あ
る
松
本
君

が
永
く
勤
め
た
新
宿
の
老
舗
「
中
村
屋
」
で

行
っ
て
い
ま
す
。
中
村
屋
と
言
え
ば
、
昔
か

ら
「
新
宿
の
御
三
家
」（
高
野
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ラ
ー
・
紀
伊
国
屋
書
店
）
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
、
ま
た
イ
ン
ド
人
の
ボ
ー
ス
が
伝
え
た

純
イ
ン
ド
式
カ
リ
ー
・
ラ
イ
ス
と
ロ
シ
ア
の

盲
人
の
詩
人
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
の
も
た
ら
し
た

ロ
シ
ア
式
ボ
ル
シ
チ
で
有
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン

で
す
。

中
村
屋
の
三
階
に
上
が
り
ロ
ビ
ー
を
覗
く

と
、
碌
山
（
萩
原
守
衛
）
の
絶
作
「
女
」
の

像
が
眼
に
入
り
ま
す
。
こ
こ
の
創
業
者
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
多
く
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
貧

し
い
芸
術
家
の
卵
達
に
、
食
住
の
面
倒
を
見

て
あ
げ
た
。
育
ち
そ
し
て
巣
立
っ
て
い
っ
た

彼
ら
は
、
深
く
恩
義
を
感
じ
て
、
成
長
し
た

自
分
の
作
品
を
中
村
屋
に
献
じ
た
の
で
す
。

だ
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
多
く
の
優
れ
た

絵
画
や
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
訪
れ
る
食

客
の
眼
を
慰
め
て
く
れ
る
の
で
す
。

三
一
会
は
、
今
年
も
新
宿
に
集
ま
り
旧
交

を
温
め
る
事
に
な
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、

更
に
機
会
を
求
め
て
、
東
京
の
粋
な
江
戸
文

化
を
味
わ
い
、
さ
が
み
野
の
新
緑
や
紅
葉
の

下
を
、
胸
を
張
り
、
腰
を
伸
ば
し
て
歩
こ
う

と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。

一
文
の
最
後
で
す
が
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
に
際
し
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
対
し
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
不
幸
に
も
い
と
お
し
い
家
族

か
ら
離
れ
、
帰
ら
ざ
る
人
と
な
っ
た
多
く
の

犠
牲
者
に
対
し
、
胸
が
張
り
裂
け
る
思
い
の

中
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
三
九
回
東
京
ふ
く
の
会
総
会
は
平
成
二

二
年
五
月
二
二
日
二
一
年
振
り
の
方
や
高
知

等
遠
方
組
七
名
を
含
め
六
二
名
が
N
H
K
青

山
荘
に
集
合
。
還
暦
記
念
総
会
以
降
連
続
一

五
回
五
〇
名
以
上
の
参
加
の
記
録
を
達
成
。

恒
例
と
な
っ
た
本
部
よ
り
の
土
産
は
酒
田
銘

酒
で
し
た
。

平
成
一
六
年
一
二
月
二
二
日
に
発
足
し
た

歩
こ
う
会
、
一
〇
月
一
三
〜
四
日
の
那
須

岳
・
茶
臼
岳
に
て
百
万
歩
を
達
成
。
当
初
六

名
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
度
毎
に
増
え
一

五
名
を
越
す
月
も
度
々
。

毎
月
第
三
水
曜
日
が
定
例
で
、
忘
年
会
は

横
浜
中
華
街
、
新
年
会
は
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

「
コ
ー
ラ
ス
ふ
く
の
か
い
」
は
結
成
一
七
年

に
な
り
ま
す
。
恒
例
に
な
っ
た
用
賀
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
の
ほ
か
、「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
ビ
リ

ー
ヴ
」
な
ど
を
披
露
し
、
更
に
今
年
二
月
に

は
、「
き
ん
ぷ
く
＆
フ
ォ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
に
出

演
、
酒
田
へ
の
想
い
を
歌
に
こ
め
て
「
夜
明

け
の
歌
」
や
「
雪
の
降
る
町
を
」
等
を
熱
唱

し
ま
し
た
。

東
京
ふ
く
の
会
の
有
志
も
多
数
応
援
に
か

け
つ
け
て
大
い
に
盛
り
上
り
、
池
袋
西
口
の

各
種
文
化
団
体
と
の
交
流
に
も
貢
献
、
ふ
る

さ
と
酒
田
の
P
R
に
ひ
と
役
買
っ
た
一
日
で

し
た
。

29回

歩
こ
う
会

百
万
歩
達
成

富
樫
弘
喜

100万歩達成記念
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東
日
本
大
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
と
そ
の

ご
家
族
、
友
人
、
知
人
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

の
哀
悼
と
連
帯
の
恂
を
お
く
り
ま
す
。

昨
年
一
一
月
一
三
日
横
浜
中
華
街
「
萬
珍

樓
本
店
」
に
て
開
催
、
当
番
幹
事
は
四
組
。

ふ
る
さ
と
酒
田
を
は
じ
め
、
広
島
･
大
阪
か

ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
総
勢
四
三
名
の
盛
会

だ
っ
た
。
古
稀
を
過
ぎ
て
も
「
マ
ダ
ガ
オ
テ

ナ
ノ
イ
ラ
ン
ネ
ェ
〜
！
」
と
意
気
軒
昂
。
二

〇
一
一
年
は
一
一
回
目
の
干
支
。
一
一
月
一

一
日
に
開
催
と
な
れ
ば
、
イ
イ
数
字
が
四
回

も
重
な
る
目
出
度
い
事
に
は
な
る
が
、
当
番

幹
事
は
五
組
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
と
い

う
未
曾
有
の
災
害
か
ら
力
を
合
わ
せ
て
立
ち

上
が
り
、
元
気
な
顔
で
ま
た
会
お
う
で
は
な

い
か
。
フ
レ
〜
ッ
フ
レ
〜
ッ
サ
･
カ
･
ト
〜

が
ん
ば
ろ
う
東
日
本
！

が
ん
ば
ろ
う
酒
東
！

が
ん
ば
ろ
う
燦
々
会
！

我
が
み
よ
し
会
も
結
成
二
八
年
目
を
む
か

え
た
。
平
成
二
二
年
中
の
活
動
は
新
年
会
か

ら
始
ま
り
、
上
野
公
園
で
の
観
桜
会
そ
し
て

東
京
亀
城
会
総
会
へ
の
参
加
、
暑
気
払
い
、

毎
会
一
〇
名
以
上
で
友
情
を
深
め
て
お
り
ま

す
。八

月
三
一
日
新
潟
港
集
合
二
三
名
を
乗
せ

た
フ
ェ
リ
ー
は
一
路
佐
渡
へ
。

早
速
車
座
に
な
り
交
流
会
、
同
友
の
阿
部

善
郎
さ
ん
が
育
て
あ
げ
た
「
た
だ
茶
豆
」
に

舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
二
時
間
半
の
船
旅
も
ア

ッ
ト
い
う
間
で
し
た
。
初
日
は
両
津
泊
ま
り
、

定
番
の
二
、
三
次
会
へ
と
、
翌
二
日
目
は
バ

ス
で
市
内
観
光
、「
ト
キ
の
森
公
園
」
で
は
ト

キ
と
面
会
感
激
し
ま
し
た
。

「
浦
島
」
と
い
う
一
風
変
っ
た
ホ
テ
ル
、
で

も
出
て
く
る
料
理
は
最
高
の
味
で
、
酒
な
ど

飲
む
ひ
ま
が
な
か
っ
た
位
で
す
。

翌
三
日
目
は
「
た
ら
い
舟
」
と
「
佐
渡
ソ

バ
」
が
美
味
で
し
た
。
酒
蔵
店
二
軒
で
試
飲
、

年
一
回
の
佐
渡
祭
り
太
鼓
行
列
も
見
ら
れ
、

佐
渡
汽
船
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
ジ

ェ
ッ
ト
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。「
旅
行
反
省

会
」「
ふ
れ
あ
い
酒
田
」
に
参
集
、
こ
の
一
月

に
新
年
会
と
多
忙
の
中
、
二
月
小
中
高
の
同

級
井
畑
さ
ん
の
訃
報
を
知
り
愕
然
。

三
月
一
一
日
「
東
日
本
巨
大
地
震
」
発
生
。

私
も
含
め
親
戚
等
が
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
も

多
い
。
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
、

改
め
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。
合
掌

私
た
ち
珊
瑚
の
会
は
、
昨
年
一
〇
月
卒
業

35回
「
珊
瑚
た
ち
の

こ
れ
か
ら
は
・
・
・
」

藤
平
正
信

同期会・昨日 今日

34回

み
よ
し
会
佐
渡
ツ
ア
ー

橋
井
嘉
男

33回

酒
東
東
京
燦
々
会

４
組
幹
事
長
　
鈴
木
義
宏



五
〇
周
年
祈
念
会
を
鳥
海
温
泉
遊
楽
里
で
開

催
、
六
〇
名
余
り
が
全
国
か
ら
集
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
記
念
誌
「
珊
瑚
悠
々
」
―
古
希

を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
―
も

発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
新
年
会
を
銀
座
「
お
ば
こ
」

で
開
催
、
三
〇
名
の
珊
瑚
た
ち
が
青
春
帰
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
席
に
酒
田
か
ら
長

澤
俊
樹
君
（
浄
徳
寺
）
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
冒
頭
乾
杯
の
音
頭
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
雪
の
た
め
飛
行
機
が
遅
れ
閉

会
三
〇
分
前
の
乾
杯
に
な
り
ま
し
た
。
長
澤

君
に
は
い
つ
も
の
冬
で
は
な
い
大
雪
の
実
態

や
心
配
な
酒
田
の
現
況
を
報
告
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。（
長
澤
君
は
二
次
会
で
慰
労
）

珊
瑚
た
ち
は
古
希
を
過
ぎ
、
生
け
る
ご
と

に
喜
ば
れ
、
寿
が
れ
る
年
代
に
入
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
珊
瑚
が
肩
を
組
み
遠

く
ま
で
到
達
す
る
に
は
、「
古
希
」
の
語
の
出

典
と
な
っ
た
杜
甫
の
詩
の
終
節
の
よ
う
に
、

い
つ
も
自
然
で
心
お
お
ら
か
で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

伝
語
す
　
風
光
、
共
に
流
転
し
て
、

傳
語
風
光
共
流
転

暫
時
　
相
賞
し
て
相
違
う
こ
と
莫
れ
、
と
。

暫
時
相
賞
莫
相
違

今
年
は
高
校
卒
業
五
〇
周
年
、
東
京
亀
城

会
総
会
・
懇
親
会
の
当
番
幹
事
の
年
に
な
り

ま
す
。
三
六
年
卒
業
の
皆
さ
ん
全
員
集
合
で

す
よ
！
　
二
次
会
場
も
準
備
し
ま
す
。

首
都
圏
支
部
は
、
昨
年
一
〇
月
下
旬
に
久

松
武
宏
ご
夫
妻
と
旅
し
た
思
い
出
の
新
潟
県

当
間
高
原
を
再
度
訪
れ
ま
し
た
。
ブ
ナ
が
見

事
な
「
美
人
林
」
は
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、

紅
葉
と
森
林
浴
で
爽
快
な
気
分
な
り
ま
し
た
。

酒
田
か
ら
は
小
山
会
長
ご
夫
妻
、
名
古
屋

か
ら
斎
藤
薫
ご
夫
妻
。
総
勢
一
三
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

酒
田
の
定
例
会
は
八
月
一
五
日
に
ゴ
ル
フ

会
や
鳥
海
山
荘
で
の
懇
親
会
な
ど
盛
り
沢
山

の
企
画
を
考
慮
中
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

写
真
は
、
昨
年
一
〇
月
の
「
当
間
高
原
美

人
林
」
の
様
子
で
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
七
期
東
京
な
か
よ
し
会
は
夏
、
冬
の
年

二
回
開
か
れ
て
お
り
、
昨
年
一
二
月
一
八
日

に
第
二
三
回
が
開
か
れ
ま
し
た
。

毎
回
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
各
自
簡

単
に
近
況
報
告
を
し
て
、
好
き
に
飲
ん
だ
り

食
べ
た
り
と
い
く
つ
か
の
輪
が
出
来
上
が
っ

て
は
、
ま
た
人
が
入
れ
替
わ
っ
て
と
お
し
ゃ

9 ＜第31号＞

同期会・昨日 今日

36回

山
麓
会
、

今
年
は
当
番
幹
事
の
年

本
宮
正
幸

37回

東
京
な
か
よ
し
会本

間
勝
弥
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べ
り
が
続
き
ま
す
。
気
兼
ね
の
要
ら
な
い
仲

間
な
の
で
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
。
時
に
は

初
参
加
の
飛
び
入
り
や
久
し
ぶ
り
の
メ
ン
バ

ー
が
見
え
る
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

会
場
は
中
井
君
の
お
世
話
で
信
濃
町
の
銀

行
会
館
で
続
け
て
お
り
ま
す
。
会
場
が
同
じ

と
い
う
の
は
大
変
わ
か
り
易
く
助
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
継
続
し
て
開
い
て
こ
ら
れ
た

の
も
世
話
役
の
方
々
の
尽
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
変
大
き
い
で
す
し
、
ま
た
忙
し
い
中
に

も
毎
回
参
加
続
け
て
こ
ら
れ
る
メ
ン
バ
ー
の

お
か
げ
で
す
。

初
め
て
の
方
も
遠
慮
せ
ず
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
桜
を
観
る
気
に
な
れ
な
い
。
三
月
二

一
日
に
は
、
我
々
「
い
な
ほ
会
」（
昭
和
四
四

年
卒
の
関
東
同
期
会
）
で
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
樋
渡
登
く
ん
（
都
留
文
科
大
学
教
授
、
松

山
中
出
身
、
亀
城
会
役
員
）
を
間
質
性
肺
炎
と

い
う
難
病
で
失
っ
た
。
享
年
六
〇
歳
。

か
す
か
な
記
憶
を
辿
れ
ば
、
登
く
ん
は
酒

東
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
「
ほ
ら
吹
き
」
を
や
っ

て
い
た
。
い
や
違
っ
た
。
ホ
ル
ン
を
吹
い
て

い
た
。
わ
た
し
は
田
澤
く
ん
（
県
会
議
員
）

ら
と
応
援
団
で
「
逆
風
す
さ
ぶ
」
や
「
白
熱

の
気
」
の
歌
に
あ
わ
せ
て
エ
ー
ル
を
我
鳴
っ

て
い
た
。「
応
援
団
は
体
力
勝
負
だ
」
な
ど
と

意
味
不
明
な
こ
と
を
言
っ
て
は
連
日
、
体
力

づ
く
り
の
た
め
に
宮
野
浦
の
海
岸
ま
で
走
っ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
オ
ー
す
!!
」
と

言
っ
て
上
下
関
係
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
た

が
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
集
団
た
る
酒
東
応

援
団
に
鉄
拳
制
裁
は
な
か
っ
た
。

生
前
、
登
く
ん
は
古
い
、
し
か
し
亡
く
し

た
く
な
い
言
葉
を
全
国
巡
っ
て
採
集
し
て
い

た
。
わ
た
し
に
は
、
無
学
な
者
を
指
す
と
き

の
庄
内
弁
「
も
ん
じ
ゃ
ね
」
は
「
文
字
が
な

い
」
か
ら
来
て
る
ん
だ
よ
と
教
え
て
く
れ
た

が
、
こ
れ
は
彼
一
流
の
ジ
ョ
ー
ク
だ
っ
た
の

か
。登

く
ん
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
髭
を
伸
ば

し
始
め
た
の
で
、「
い
な
ほ
会
」
の
連
中
は

口
々
に
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
よ
せ
よ
。
お

前
さ
ん
に
チ
ョ
ビ
髭
は
似
合
わ
な
い
ぜ
。
ま

る
で
学
者
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
し
か

し
、
こ
れ
は
的
は
ず
れ
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の

彼
は
立
派
な
国
語
学
の
学
者
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
よ
な
く
日
本
酒
を
愛
し
て
い
た
登
く
ん
。

國
学
院
大
学
の
同
級
生
に
よ
れ
ば
、
彼
が
帰

郷
し
た
折
の
土
産
は
決
ま
っ
て
一
升
瓶
の
初

孫
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
二
本
。
そ
れ
を

「
呑
め
っ
ち
ゃ
呑
め
っ
ち
ゃ
」
と
言
っ
て
振
る

舞
っ
て
く
れ
た
と
言
う
。
酒
豪
で
は
な
か
っ

た
が
、
酒
好
き
で
世
話
好
き
な
人
で
あ
っ
た
。

来
る
春
に
樋
渡
登
く
ん
は
、
い
な
い
。
し

か
し
桜
は
咲
く
。
今
年
の
桜
は
観
た
く
な
い

と
書
い
た
が
、
や
は
り
君
と
一
緒
に
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
桜
を
拝
ん
で
み
た
い
も
の

だ
。平

成
二
三
年
二
月
一
五
日
、
同
期
（
53
回
）

の
石
川
一
男
君
（
酒
東
教
諭
、
進
路
部
長
、

亀
城
同
窓
会
校
内
幹
事
長
）
が
急
逝
し
た
。

数
日
後
の
二
月
二
七
日
に
は
石
川
君
と
一
緒

に
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」
を
走
る
約
束
を
し
て

お
り
、
二
人
で
そ
の
日
を
指
お
り
数
え
て
楽

し
み
に
し
て
い
た
矢
先
の
と
て
も
信
じ
ら
れ

な
い
、
あ
ま
り
に
も
突
然
の
訃
報
だ
っ
た
。

持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
人
を
惹
き

同期会・昨日 今日

53回

石
川
一
男
君
（
酒
東
教
諭
・

進
路
部
長
）
を
偲
ん
で

進
藤
　
弘

44回

樋
渡
登
く
ん
の

逝
去
を
悼
む

い
な
ほ
会
　
佐
藤
豊
喜



11 ＜第31号＞

つ
け
る
明
る
さ
、
常
に
前
向
き
な
姿
勢
、
石

川
君
の
生
前
の
面
影
を
偲
ぶ
に
つ
け
、
親
し

い
友
人
を
失
っ
た
悲
し
み
と
同
時
に
、
教
育

者
と
し
て
本
当
に
惜
し
い
人
材
を
失
っ
た
失

望
を
拭
い
き
れ
な
い
。
彼
が
酒
東
へ
赴
任
し

て
し
ば
ら
く
学
校
創
立
以
来
初
の
定
員
割
れ

や
進
路
実
績
の
低
迷
な
ど
、
母
校
は
厳
し
い

時
代
を
経
験
し
た
。「
酒
東
は
変
わ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
先
生
達
は
全

国
の
進
路
実
績
校
を
視
察
し
、
や
が
て
ベ
ネ

ッ
セ
等
で
紹
介
さ
れ
全
国
の
高
校
が
注
目
す

る
酒
東
独
自
の
新
た
な
進
路
指
導
手
法
を
確

立
、
酒
東
は
見
事
に
「
新
生
・
酒
東
」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
「
新
生
・
酒
東
」

へ
の
変
革
に
対
す
る
石
川
君
の
果
た
し
た
役

割
は
大
き
い
。
日
々
一
生
懸
命
に
、
英
語
指

導
、
進
路
指
導
、
部
活
動
（
サ
ッ
カ
ー
部
）

の
指
導
、
そ
し
て
同
窓
会
の
校
内
幹
事
な
ど
、

ど
ん
な
仕
事
で
も
手
を
抜
か
ず
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
帰
宅
後
も
難
関
大
学
の
英
語
の
入

試
問
題
傾
向
の
分
析
な
ど
、
自
分
の
時
間
も

惜
し
ま
ず
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
い
つ
も
頼
も

し
く
あ
り
、
友
人
と
し
て
誇
り
に
感
じ
て
い

た
。
新
生
・
酒
東
の
理
念
「
知
・
情
・
意
・

力
」
へ
向
け
た
石
川
君
の
ひ
た
む
き
な
努
力

や
情
熱
は
、
同
じ
想
い
を
共
有
し
て
き
た
先

生
、
生
徒
達
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
母
校

酒
東
は
こ
れ
か
ら
も
益
々
充
実
し
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ
う
。
石
川
君
は
我
々
の
同
期
会

（
53
回
卒
「
ゴ
ミ
の
会
」）
の
要
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
東
京
亀
城
会
と
し
て

も
会
務
運
営
の
多
く
の
場
面
で
、
亀
城
同
窓

会
校
内
幹
事
と
し
て
の
彼
の
持
ち
前
の
機
敏

な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
石
川
君
の
没
後
に
公
開
さ
れ
た
『
卒

業
お
め
で
と
う
』
と
題
す
る
進
路
部
長
通
信

N
o.162

号
が
、
彼
の
生
徒
へ
向
け
た
最
後
の

言
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は

「
・
・
・
勉
強
あ
り
、
部
活
動
あ
り
、
学
校
行

事
あ
り
、
友
と
の
交
流
あ
り
、
あ
な
た
方
が
、

真
剣
に
学
習
に
向
か
う
姿
、
懸
命
に
部
活
動

に
打
ち
込
む
姿
、
楽
し
そ
う
に
学
校
行
事
に

取
り
組
む
姿
は
い
つ
も
と
て
も
美
し
い
と
思

っ
た
・
・
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
石
川
君
が

卒
業
す
る
生
徒
達
に
最
後
に
贈
っ
た
そ
の
言

葉
と
同
じ
よ
う
に
、
母
校
を
愛
し
、
生
徒
を

慈
し
み
、
そ
し
て
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し

て
、
い
つ
も
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
た
彼
の
姿
は
い
つ
も
輝
く
よ
う
に
眩

し
か
っ
た
。
い
ま
だ
に
無
念
の
感
は
拭
え
な

い
が
、
石
川
君
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
彼
の
生

前
の
活
躍
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。「
一
男
、

お
疲
れ
様
、
そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
」
合
掌

五
四
年
卒
「
梧
葉
会
」
は
今
年
も
例
年
同

様
、
一
月
最
終
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
一
二
名
。「
梅
ま
つ
り
」
と
、

受
験
シ
ー
ズ
ン
で
込
み
合
う
「
湯
島
天
神
」

で
待
ち
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
お
参

り
し
た
後
、
向
か
い
側
の
重
要
文
化
財
・
旧

岩
崎
邸
を
見
学
、
そ
の
後
御
徒
町
の
韓
国
焼

き
肉
屋
で
一
年
ぶ
り
の
再
会
に
盛
り
上
が
る

と
い
う
コ
ー
ス
で
し
た
。

梅
の
花
が
咲
き
始
め
た
湯
島
天
満
宮
で
は
、

受
験
生
と
思
わ
れ
る
参
拝
者
と
合
格
祈
願
の

絵
馬
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
私
も
息
子
と
、

併
せ
て
母
校
酒
東
の
三
年
生
た
ち
の
合
格
を

祈
願
し
て
お
参
り
を
い
た
し
ま
し
た
。
近
年

酒
東
は
以
前
に
も
増
し
て
進
学
実
績
が
好
調

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
後
輩
た
ち
の
頑
張
り

は
私
た
ち
卒
業
生
に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
進
路
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
…
…
。
酒
東
創
立
一

〇
〇
周
年
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
東
京
亀
城
会
も
在
校
生
、
卒
業
生
へ
の

支
援
を
考
案
中
で
す
が
、「
酒
東
を
巣
立
つ
若

人
よ
！
愛
あ
り
仁
あ
る
人
と
な
り
、
世
界
と

む
す
び
て
平
和
の
日
に
立
つ
人
と
な
ら
ん
。」

旧
岩
崎
邸
で
は
昨
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
「
龍
馬
伝
」
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
と
あ
っ

て
、
皆
さ
ん
熱
心
に
見
学
し
て
お
り
ま
し
た
。

幹
事
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
選
択
で
し
た
。
明
治

二
九
年
の
建
築
、
維
新
か
ら
三
〇
年
も
経
た

な
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た
豪
奢
な
西
洋
式
建

築
に
当
時
の
財
閥
の
生
活
を
垣
間
見
ま
し
た
。

お
な
か
も
空
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
本
場

韓
国
焼
き
肉
コ
ー
ス
で
飲
み
放
題
。
二
時
間

で
は
足
り
ず
、
そ
の
後
二
次
会
へ
と
流
れ
て

い
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
普

段
は
会
え
な
く
と
も
、
会
っ
た
途
端
に
酒
東

生
だ
っ
た
あ
の
頃
に
帰
っ
た
気
分
。
同
期
と

は
そ
ん
な
も
の
な
の
で
す
ね
。

54回

梅
咲
く
湯
島
天
神
に
て

梧
葉
会

岡
崎
理
香

注：

「
新
生
・
酒
東
」
へ
の
変
革
に
つ
い
て
は
、
石

川
君
へ
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
東

京
亀
城
会
報
第
28
号
（
平
成
20
年
5
月
発
刊
）

を
ご
参
照
下
さ
い
。

同期会・昨日 今日
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昨
年
も
東
京
支
部
O
B
会
の
総
会
が
都
内

の
門
前
仲
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

故
市
原
先
生
の
熱
い
指
導
は
我
等
O
B
会

の
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
演
歌

調
で
作
詞
し
て
み
ま
し
た
。

☆
☆
柔
道
一
本
勝
負
☆
☆

一
　
我
等
青
春
　
柔
よ
く
剛
を

男
五
尺
の
　
命
を
賭
け
り
ゃ

酒
東
根
性
　
市
原
柔
道

暴
れ
内
股
　
秘
策
を
胸
に

意
地
を
通
し
て
　
連
続
技
だ

真
っ
向
勝
負
を
　
誰
が
知
る

二
　
汽
車
で
通
学
　
青
春
時
代

い
つ
か
黒
帯
　
し
め
る
ぞ
き
っ
と

頭
が
良
さ
そ
う
な
　
乙
女
の
集
団

駅
の
ホ
ー
ム
で
　
意
識
を
す
れ
ば

恋
が
芽
生
え
た
　
蛮
カ
ラ
時
代

心
が
と
き
め
く
　
俺
た
ち
よ

三
　
西
の
強
豪
　
東
の
酒
田

明
日
は
勝
ち
た
い
　
大
技
か
け
て

酒
東
健
児
は
　
市
原
柔
道

汗
が
し
み
込
み
　
道
着
は
重
く

稽
古
重
ね
て
　
む
き
出
す
闘
志

一
本
勝
負
の
　
柔
道
部

今
年
は
『
出
番
を
待
ち
な
が
ら
』(

ノ
エ

ル
・
カ
ワ
ー
ド
＝
作)

と
い
う
芝
居
で
各
地
を

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
芝
居
は
、
引
退
し
た

老
女
優
た
ち
の
慈
善
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
ユ

ー
モ
ラ
ス
か
つ
厳
粛
に
描
い
た
作
品
で
、
人

生
最
終
章
を
迎
え
る
人
た
ち
へ
の
オ
マ
ー
ジ

ュ
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
巡
演
中
に
は
い
ろ

ん
な
事
故
が
起
り
ま
す
。
二
月
の
中
部
・
北

陸
の
公
演
で
は
、
大
雪
の
た
め
移
動
バ
ス
が

立
ち
往
生
し
た
り
飛
行
機
が
羽
田
に
引
き
返

し
た
り
と
、
か
な
り
慌
て
ま
し
た
。

演
劇
公
演
に
は
事
故
が
つ
き
も
の
と
わ
か

っ
て
い
て
も
、
平
穏
な
日
々
が
続
く
と
つ
い

油
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
地
震
や
津
波
は
予

期
せ
ぬ
天
災
で
す
が
、
そ
の
あ
と
の
再
興
の

や
り
方
如
何
に
よ
っ
て
、
明
日
の
社
会
の
た

た
ず
ま
い
が
決
ま
る
で
し
ょ
う
。
歴
史
は
、

つ
ね
に
大
事
件
に
よ
っ
て
変
革
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
や
敗

戦
の
あ
と
の
よ
う
に
。
日
本
は
今
こ
そ
真
っ

当
に
変
ら
な
け
れ
ば
、
後
の
世
代
に
大
き
な

負
担
を
与
え
ま
す
。

演
劇
人
も
ま
た
ノ
ホ
ホ
ン
と
や
っ
て
い
ら

れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
を
引
き
し

め
て
誠
実
に
や
る
し
か
な
い
と
自
戒
し
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ん
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
ろ
う
東
日
本
！

昨
年
一
〇
月
の
庄
内
町
・
響
ホ
ー
ル
で
の

朗
読
舞
台
『
生
き
る
よ
ろ
こ
び
』
公
演
で
は
、

酒
東
三
九
会
同
期
の
仲
間
と
同
窓
会
庄
内
町

支
部
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
も
応
援
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
出
演
が
続
い
て
い
ま
す
。

著
名
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

訪
ね
て
そ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
を
味
わ
う
B
S

日
テ
レ
の
人
気
番
組
『
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
紀
行
』

に
昨
年
九
月
、
ゲ
ス
ト
出
演
。
鶴
岡
市
に
あ

る
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
の
奥
田
シ
ェ
フ
を

訪
ね
て
、
庄
内
地
方
の
食
材
と
食
文
化
を
美

し
い
風
景
と
共
に
全
国
へ
発
信
し
ま
し
た
。

今
年
二
月
は
『
水
戸
黄
門
』
に
出
演
。
善

亀城人往来

◆
酒
東
柔
道
部

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会

前
会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

収
録
中

俳
優
　
佐
藤
　
輝
（
39
回
）

◆
気
を
引
き
し
め
る
時

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
演
出
家
　

木
山
　
潔
（
36
回
）

『
出
番
を
待
ち
な
が
ら
』
の
一
場
面
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良
な
番
頭
役
が
多
か
っ
た
の
に
今
回
は
悪
役

組
。
で
も
好
人
物
で
、
御
老
公
を
探
し
回
る

四
国
丸
亀
藩
の
用
人
岡
崎
六
右
衛
門
役
が
好

評
で
し
た
。

現
在
は
九
月
に
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
る

二
時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
の
収
録
中
で
す
。

乞
う
ご
期
待
！

○
宮
下
洋
　
バ
リ
ト
ン
独
唱

ピ
ア
ノ
伴
奏
　
宮
下
朋
樹
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
集
「
冬
の
旅
」
よ
り

「
か
じ
か
み
」

「
菩
提
樹
」

「
あ
ふ
る
る
涙
」

○
宮
下
朋
樹
の
ピ
ア
ノ
独
奏

グ
リ
ー
グ
作
曲
「
抒
情
小
曲
集
」
よ
り

「
春
に
寄
す
」

「
家
路
」

「
ト
ロ
ル
ハ
ウ
ゲ
ン
の
婚
礼
の
日
」

宮
下
洋
　
略
歴

ド
イ
ツ
リ
ー
ト
・
日
本
歌
曲
の
リ
サ
イ
タ

ル
三
回
開
催
。
東
京
室
内
歌
劇
場
等
の
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」「
カ
ル
メ
ン
」「
白

雪
姫
」「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」「
魔
笛
」
等
に

出
演
。
東
京
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
合
唱
団
の
バ

リ
ト
ン
独
唱
者
と
し
て
「
ヨ
ハ
ネ
受
難
曲
」、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
レ
ク
ィ
エ
ム
」
等
多
数
出
演
。

桐
朋
学
園
短
期
大
学
部
音
楽
科
助
教
授
、

私
立
高
校
・
公
立
中
学
校
音
楽
教
諭
、
教
頭
、

校
長
、
全
日
本
音
楽
教
育
研
究
会
常
任
理
事

を
歴
任
し
、
世
田
谷
区
や
船
橋
で
も
幅
広
く

音
楽
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

宮
下
朋
樹
　
略
歴

桐
朋
学
園
大
学
卒
業
、
同
研
究
科
終
了
後
、

ド
イ
ツ
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
音
楽
大
学
卒
業
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
大
学
修
士
課
程
修
了
。

数
多
く
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
出
演
。
宝
塚
ベ
ガ
コ
ン
ク
ー
ル
第
二
位
、

オ
ス
ロ
グ
リ
ー
グ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
賞
。
日
本
ピ
ア
ノ
教
育
連
盟
、
西
宮
音

楽
協
会
会
員
。
武
庫
川
女
子
大
学
専
任
講
師
。

神
戸
女
学
院
大
学
講
師
。

亀城人往来

◆
6
月
25
日

懇
親
会
イ
ベ
ン
ト

東
京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

連
絡
先
　
眞
　
田
　
守
　
之

自
　
宅
　
（
〇
四
二
）
七
四
六
―
三
〇
八
九

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校 会

長

金

山

義

雄

関
東
三
一
会

酒
東
昭
和
三
一
年
卒
業

東
京
亀
城
会
総
会
で
会
い
ま
し
ょ
う
。（
六
月
二
五
日
）

関
東
三
一
会
総
会
に
参
加
し
よ
う
。（
一
一
月
）

有
志
一
同

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

『
水
戸
黄
門
』
奈
良
・
大
和
郡
山
城
ロ
ケ
で
、

岡
崎
六
右
衛
門
役
の
佐
藤
輝
。
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ふるさと発

相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

〒
一
〇
一
・
〇
〇
五
一

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
―
二
〇

ア
イ
エ
ム
ビ
ル
３
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
二
六
一
）
八
〇
四
三

丸
藤
宏
司
法
書
士
事
務
所

丸
　
藤
　
　
　
宏

（
昭
和
四
〇
年
卒
業
）

染
谷
英
雄

（
昭
和
三
五
年
卒
業
）

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
〇
一
・
〇
〇
二
一

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
―
九
―
一
〇

電
　
話
　
〇
三
―
六
三
八
五
―
七
二
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
二
五
五
―
七
八
〇
一

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
品
総
合
商
社

株
式
会
社
　
栄
　
電
　
子

真
坂
信
夫

（
昭
和
三
三
年
卒
業
）

理

事

長
世
田
谷
区
奥
沢
五
丁
目
二
六
番
九
号

自
由
ヶ
丘
栄
ビ
ル
３
階
（
自
由
ヶ
丘
駅
南
口
前
）

電
　
話
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
八
四
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
七
一
八
）
九
一
〇
九

医
療
法
人
社
団
歯
生
会

真
坂
歯
科
医
院

松　山

◇荻野流砲術
（酒田市指定無形民俗文化財）
毎年5月1日に開催の松山まつり。その日
の目玉が、荻野流砲術の演武です。
1868年の戊辰戦争で活躍した砲術隊は、

敗北後その姿を消しました。その後、時を
経て平成2年に復活の構想が浮上、以降有
志により準備が進められ、平成10年5月1日
の松山まつりの日に火縄銃6丁による演武
を披露し、復活となりました。現在は、火
縄銃15丁、大筒1丁、短筒2丁で、毎年5月
1日に里仁館グラウンドで演武を披露して
います。
また、市町合併後は、5月20日の酒田ま

つりの開始の号砲としても、市役所前で広
く市民や観光客の方々に披露させていただ
いております。
両方のまつりにぜひお越しください。

（松山総合支所地域振興課　五十嵐昭一　53回）

おぎのりゅうほうじゅつ

八　幡

◇癒しのスポット「玉簾の滝」
八幡地域の最近の一番の人気スポット

は升田地区にある「玉簾の滝」です。落
差63m、幅5mの県内随一の規模を誇り、
断崖絶壁から、しぶきをあげて落下する
水の様子は豪快そのもの。迫力満点です。
また、四季折々に様子を変え私たちに癒
しを与えてくれています。春・夏・冬と
年3回夜間ライトアップを行っており、お
盆には毎年音楽フェスティバルを開催し、
県内外から多くの観光客が訪れています。
東日本大震災のため、当初ほとんどのイ
ベントは中止されましたが、ライトアッ
プは開催の方向で準備を進めています。
今回の地震では自然の驚異を思い知ら

されましたが、私たちは日々自然に恵み
を受け暮らしています。そのことを肝に
銘じ、被害の少ない酒田から被災地へパ
ワーを送り続けたいと思っています。

（八幡総合支所地域振興課　池田裕子）

平　田

◇里山の魅力を情報発信！
東日本大震災で被災されました皆様に

心よりお見舞い申し上げます。
このたび、平田総合支所では、平田の

持つ自然・伝統・文化などの地域資源に
ついて広く情報発信しようと、「里山平田
ガイドマップ」を作成するとともに、「里
山平田ホームページ」を開設しました。
近年、注目度が高まっている「里山」

の魅力をPRし、楽しみ方などを紹介する
ことで、里山ファンの増大と、中山間地
域の活性化につなげたいと考えています。
ホームページでは、アクセスした時に、
ほっと和む四季折々の風景や観光、イベ
ントのほか、庄内刺し子などの情報を発
信しています。平田にまた行きたい！と
思っていただけるよう、内容の充実を図
ってまいりますので、ぜひご覧ください。
http: / /www.satoyamahirata. jp/

（平田総合支所長　齋藤啓一）
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美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束

印刷の
事なら

遊　佐

◇先人の歴史に学ぶ－諏訪部祭－
「遊佐町四大祭（よんだいさい）」とい

って町の歴史の中で業績のあった4人の偉
徳を偲ぶ祭を毎年行っていますが、その
中の一つに遊佐郷の代官、諏訪部権三郎
の業績を顕彰する諏訪部祭があります。
ふるさとの山「鳥海山」、この大いなる
山を中心とした地域が、文化元年（1804
年）大地震にみまわれました。遊佐郷で
は9割以上の家が倒壊するという非常に大
きな災害となりました。
遊佐郷の代官、諏訪部権三郎は食べるも
のもない村人の窮状を見て、藩の許しを得
ないまま藩の管理する蔵（郷蔵）の米を村
人に分け与えるという大英断をしました。
このことで村人は次第に元気を取り戻し、
泥沼のような田畑を耕し、数年をまたずし
て復興することができたと伝えられていま
す。
今まさに大災害に遭遇する中、復興を

成し遂げた歴史に学ぶ諏訪部祭が、今年
も町内本願寺で5月15日に行われます。

（遊佐町教育課長　菅原聡　49回）

酒　田

◇今年は飛島！
飛島は、周囲約10.2km、面積2.7k㎡の
小さな島。漁業、観光面で宝の島である
ことは皆さんご存知と思いますが、意外
と知られていないのが農業でも魅力の島
ということです。
例えば、飛島産のゴドイモ（じゃがい

も）、タマネギ、ニンニクは、本土のもの
とひと味も、ふた味も違うこと。そのお
いしさの秘密は、北海道に似て夏が涼し
く、雨が少ないからとか？（注）ゴドイ
モの語源は、煮た際とか、定期船で運ぶ
時に音が「ごとごと」したからとか言わ
れています。また、青菜やネギ、今では
山形にしか原種がないという天保年間の
そば（天保そば）の採種地です。何故採
種地かと言えば、それは離島だからこそ
純粋な種が採れるからです。
ここで飛島に係る話題を。①昨年7月に
新定期船「とびしま」は就航時間が15分
短縮され75分、乗り心地も大幅アップ②
2年前に小学校が開校、この4月には8年ぶ
りに中学校も再開③農業振興と秋の彩り

のため知事の発案で試験栽培されたスダ
チなどの柑橘類の花が今年は観られるら
しい④全日本国際酒類振興会の春季コン
クールで3位に入賞したゴドイモ焼酎「飛
島」。ほのかな香りとさらっとした口当た
りの新酒がもうすぐ販売。
さて、今年の飛島はおいしくて面白い。
7月上旬にはツールドTOBISIMA（自転車
レース）の他、先日私たちがボランティ
アで植えたゴドイモが7月末には収穫で
す。ぜひ、ボランティアによる収穫に参
加してはいかがでしょうか。余談ですが、
作業後の夜のアワビ、サザエ、旬のカニ、
イカ、アラメが絶品でした。5月には大陸
に向かう珍鳥・迷鳥などの野鳥観察が楽
しめるほか、運がよければ定期船をイル
カがお見送り。トビシマカンゾウ、トビ
ウオ、イカの塩辛など紹介したいものが
盛りだくさんです。いつでも最高の島が
皆様をお待ちしております。
（酒田市農林水産部長　白崎好行　49回）
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